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The purpose of this study was to examine how to support the employment during the training 
course and after graduation. Therefore, a questionnaire survey was conducted among graduates of 
the Child-Care Workers training course. Items of the questionnaire survey focused on image gap of 
the working environment before and after employment and the expected contents of the 
employment support during the training course.
The study revealed that training program needs to include the opportunities to know other 
occupations, and to allow students to think about their suitable job. Therefore, at the training stage, 
listening to the stories of the graduates who have got a job in child-care should be incorporated. By 
doing so, the workplace image gap before and after employment can be reduced and early 
retirement prevented. To become a Child-Care Worker, it is essential to improve the quality of 
education for students during the training course, such as acquiring the clear vision of quality of the 
childcare before the actual job starts.As a support after the graduation, it is important to keep the 
relation with training course and integrate students into discussion. Such steps would support young 
child-care worker graduates, leading to prevention of early retirement and the improvement of 












いる者は 2 年目で 76%、6 年目で 46.1%1）であることを明らかにした。保育職を退職した
者を対象に離職理由についても調査しており、全体の傾向としては「結婚のため」「出産・
育児のため」の 2 項目が 3 割を超える値となっているが、卒後 2 年目に着目すると、人間
関係が 40.4% と最も高く、次いで心身不調 33.9%、職場の方針に疑問 29.8% であった。ま
た、調査時点で保育者として働いている者で離職を考えたことがある者は 82.1% であり、
考えたことがない者は 17.0% であった 2）。上田ら（2015）は卒業生を対象に離職の時期と
原因について調査し、卒業時に就職した園等を離職していた卒業生の割合は、卒後 2 年目
で 27.3%、卒後 4 年目で 63.6% であり、離職した原因で 2 年目の回答割合が高かった項目










由は「結婚」が最も多く 247 件中 76 件、次いで「進路変更」53 件、「出産・育児」36 件
であった。また、施設側が考える若者の職場定着を困難にしている理由としては、「卒業
時と現場で求める実践能力のギャップ」の回答が 51 名と最も多く、次いで「現代の若者































　平成 28 年 8 月、郵送法による質問紙調査を実施した。
・調査協力者
　平成 22 年 3 月～平成 28 年 3 月に本学（4 年制大学）の保育士課程を卒業した 945 名を
対象とした。24 通は郵便が不達となり、回答数は 308 名であった（回収率 32.6%）。回答
者には保育現場以外へ就職、転職した卒業生（企業、施設、社会福祉協議会等）も含まれ
ていた。回答者全体（n ＝ 308）を対象に卒業年度ごとの回答回収数を見ると、平成 22 年


















































　離職を経験した者の離職時期については「勤務 1 ～ 2 年」23 名（9.7%）、「勤務 3 ～ 4 年」
が 16 名（6.8%）、「勤務 5 年以上」が 1 名（0.4%）であった。
　また、転職の希望について明らかにするため、転職について考えたことがあるかを尋ね
たところ、最初の勤務先が保育者と回答した者 237 名のうち、回答時点までに転職を経験












と回答したのは 44 人、「ややあった」と回答したのは 32 人、「あまりなかった」と回答し




常にあった」20 名（8.4%）、「あった」44 名（18.6%）、「ややあった」32 名（13.5%）との
回答であった。
　ズレがあったと回答した者（n ＝ 96）のうち、何にズレを感じていたか、その具体的な






































量が多すぎる」が 44 名（56.4%）、「残業が多すぎる」が 41 名（52.6%）と高い割合であっ













と回答し、勤務 1 ～ 2 年で離職した者は 5 名、勤務 3 ～ 4 年は 2 名であった。在学中の職
場イメージとのズレが「あった」と回答し、勤務 1 ～ 2 年で離職した者は 4 名、勤務 3 ～
4 年は 5 名、勤務 5 年以上は 1 名であった。在学中の職場イメージとのズレが「ややあった」
者で勤務 1 ～ 2 年で離職したのは 1 名であった。
　在学中と卒業後の職場イメージのズレと離職までの期間について、クロス集計した。回




体の 5%）、現在も継続しているものは 13 人（同 10.2%）であった。「あった」と回答した
者のうち、離職者は 10 人（同 7.8%）、継続している者は 34 人（同 26.6%）であった。「や
やあった」と回答したうち、離職者は 1 人（同 0.8%）、継続している者は 31 人（同
24.2%）であった。「どちらともいえない」と回答した者のうち、離職者は 0 人（同 0.0%）、
継続している者は 7 人（同 5.5%）であった。「あまりなかった」の回答した者のうち、離
職者は 2 人（同 1.6%）、継続している者は 20 人（同 15.6%）であった。「なかった」と回
答した者のうち、離職者は 0 人（同 0.0%）、継続者は 2 人（同 1.6%）であった。「全くなかっ
74





人数 （%） 人数 （%） 人数 （%）
非常にあった 7 5.5 13 10.2 20 15.6 
あった 10 7.8 34 26.6 44 34.4 
ややった 1 0.8 31 24.2 32 25.0 
どちらとも 0 0.0 7 5.5 7 5.5 
あまりなかった 2 1.6 20 15.6 22 17.2 
なかった 0 0.0 2 1.6 2 1.6 
全くなかった 0 0.0 1 0.8 1 0.8 





が強い」（15 人）、仕事の量が多すぎる」（14 人）、「残業が多すぎる」（10 人）であった。
離職・継続の割合では、「研修が多すぎる」が離職 55.6% と継続 44.4% よりも多かった。
　離職した期間別に割合をみると次のようになる。「勤務 1 ～ 2 年」では、「研修が多すぎ
る」（55.6%）、「相談できる上司・同僚がいない」（33.3%）、「家事・子育てとの両立が難








3 1 0 9 13
23.1 7.7 0.0 69.2 100.0 
②　仕事の責任が重すぎる
4 3 0 27 34
11.8 8.8 0.0 79.4 100.0 
③　仕事の量が多すぎる
7 6 0 44 57
12.3 10.5 0.0 77.2 100.0 
④　求められるノルマ・成果が厳し
い
2 3 0 17 22
9.1 13.6 0.0 77.3 100.0 
⑤　ストレスが強い
10 4 1 29 44





容についてみていく。現職の保育者 (n ＝ 237) が求める就職活動支援として必要と考える




8 3 1 34 46
17.4 6.5 2.2 73.9 100.0 
⑦　賃金が低い
5 3 0 31 39
12.8 7.7 0.0 79.5 100.0 
⑧　人材を育てる雰囲気がない
1 3 0 10 14
7.1 21.4 0.0 71.4 100.0 
⑨　相談できる上司・同僚がいない
3 1 0 5 9
33.3 11.1 0.0 55.6 100.0 
⑩　職場の人間関係が良好でない
4 2 1 19 26
15.4 7.7 3.8 73.1 100.0 
⑪　保護者対応が難しい
6 2 0 30 38
15.8 5.3 0.0 78.9 100.0 
⑫　利用者（児童）への関わりが難
しい
3 0 0 13 16
18.8 0.0 0.0 81.3 100.0 
⑬　苦情・要望が多すぎる
1 0 0 6 7
14.3 0.0 0.0 85.7 100.0 
⑭　残業が多すぎる
6 4 0 41 51
11.8 7.8 0.0 80.4 100.0 
⑮　家事・子育てとの両立が難しい
3 1 0 8 12
25.0 8.3 0.0 66.7 100.0 
⑯　ハラスメントがある
0 0 0 2 2
0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 
⑰　保育の質が低い
3 2 1 7 13
23.1 15.4 7.7 53.8 100.0 
⑱　研修が多すぎる
5 0 0 4 9
55.6 0.0 0.0 44.4 100.0 
⑲　研修が少なすぎる
1 2 0 4 7
14.3 28.6 0.0 57.1 100.0 
⑳　人材の出入りが激しい
8 6 1 22 37











1 就職活動とは何かを知る 39 16.7 30 15.3 9 22.0
2 キャリア（仕事・職業、社会的役割、
生き方）について考える
68 29.1 54 27.6 10 22.4





69 29.5 49 25.0 19 46.3
5 ライフ・プランを考える 75 32.1 59 30.1 17 41.5
6 資格と就職の関係について学ぶ 48 20.5 39 19.9 8 19.5
7 専門教育の内容を、一人ひとりが
しっかり身につける
105 44.9 90 45.9 16 39.0
8 就職先を選ぶ視点を学ぶ 132 56.4 110 56.1 26 63.4
9 就職先に選ばれる自分のあり方を知
る
59 25.2 51 26.0 12 29.3
10 社会人としてのルールやマナーを知
る
147 62.8 124 63.3 25 61.0
11 履歴書作成の基礎知識を学ぶ 81 34.6 67 34.2 15 36.6
12 自分に合う仕事を知る 124 53.0 102 52.0 23 56.1
13 職業に就くとはどのようなことなの
かを知る




















職場で継続している者は 2 年目で 76％、6 年目で 46.1%12）である。また、上田ら（2015）
の調査では、卒業時に就職した園等を離職していた卒業生の割合は卒後 2 年目で 27.3%、
4 年目で 63.6％ 13）であったことから、本学卒業生の離職率は低いといえるのではないだ
ろうか。
　しかしながら、離職を経験した者の離職時期については「勤務 1 ～ 2 年」23 名（9.7%）































場イメージとのズレについて「非常にあった」と回答し、勤務 1 ～ 2 年で離職した者は 5
78
名と最も多く、勤務 3 ～ 4 年は 2 名である。
　離職した者の在学中の職場イメージとのズレについて見ると、「ストレスが強い」が最




















































































ていく必要があると考える。現在、保育士・幼稚園課程では 2 年生・3 年生・4 年生と段
階的に専門的知識や講義内で学んだことをつなげていくことができるような基礎的学習を
基盤とするキャリア形成教育を行っている。保育実習指導Ⅰ（2 年生対象）では年間 61
回のうち 11 回、保育実習指導Ⅱ（3 年生対象）では年間 60 回のうち 11 回、幼稚園教育




























か。さらに、卒業後の支援としては、卒後 1 ～ 4 年目までの離職率が高いことから、その
時期に支援することの重要性が明らかとなった。具体的には在学中からの関係の構築や卒
業後の学びの場の提供であろう。
　保育の質の向上を図る上で、保育者の早期離職を低減させる必要がある。そのためには
今後も、在学中のプログラムの実施と卒業後の支援のあり方について、引き続き検討して
いく必要があると考える。
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